
                    ２ 長 監 委 第 ３ ９ 号 

                    令 和 ２ 年 ８ 月 １ ２ 日 

 

 今里財産区管理者  

長岡京市長 中小路 健吾  様  

 

長岡京市監査委員  

田 中   恭 介  

同  

三 木 常  照  

                   

令和元年度長岡京市今里財産区特別会計  

歳入歳出決算審査の意見の提出について  

 

地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された令和元年度

長岡京市今里財産区特別会計歳入歳出決算を審査したので、次のとおり意

見を提出します。  

 

１ 審査の対象 

  令和元年度長岡京市今里財産区特別会計歳入歳出決算  

２ 審査の期間 

  令和２年６月１５日から令和２年７月２７日まで  

３ 審査の方法 

  審査に付された歳入歳出決算書及び付属書類が法令の規定にしたが

って作成され、計数について各種関係諸帳票類及び証書類と調査照合し、

また関係者の説明を聴取して、計数の正確性並びに予算執行が効果的か

つ適正に執行されたかどうか等について審査した。 

４ 審査の結果 

  歳入歳出決算及び諸調書は、法令の規定にしたがって作成され、その

計数はいずれも関係帳票並びに証書類と符合し正確であり、また予算執

行についても適正に執行されていると認められた。  

（注）  １  文中又は各表中の比率（％）は、小数点以下第２位を四捨五入した。  

 ２  文中の金額については、千円止めで表示した。



５ 決算の概要 

 令和元年度の決算額は、歳入 1,616 万 6 千円、歳出 1,043 万 9 千円で歳

入歳出差引残額 572 万 6 千円は翌年度へ繰越された。  

 歳入について、前年度と比較すると次のとおりである。  

（単位：円、％）  

 

年度別  

 

 

財産区名  

令和元年度  平成３０年度  前年度との比較  

 収入済額  （ A）  収入済額  （ B） 
増減額  
（ A－ B）  

 

増減率   A－ B 

        B  

今里財産区  16,166,137 11,371,105 4,795,032 42.2 

歳入決算額は、前年度に比べ 479 万 5 千円（ 42.2％）増加している。 

歳入の内訳は、財産管理資金積立基金利子 4 万 5 千円、前年度繰越金 562

万円、歳計現金預金利子 240 円、財産管理資金積立基金とりくずし 900 万

円である。 

 

歳出について、前年度と比較すると次のとおりである。  

（単位：円、％）  

 

年度別  

 

 

財産区名  

令和元年度  平成３０年度  前年度との比較  

 支出済額  （ A）  支出済額  （ B） 
増減額  
（ A－ B）  

 

増減率   A－ B 

        B  

今里財産区  10,439,804 5,751,012 4,688,792 81.5 

歳出決算額は、前年度に比べ 468 万 8 千円（ 81.5％）増加している。 

歳出の内訳は、区内環境整備費として手数料 104 万円、財産区財産維持

管理助成金 935 万 4 千円、財産管理資金積立基金積立金 4 万 5 千円である。 


